













具体的には、当該副専攻を構成する 3 つのコースの中の「Arts ＆ Science Course」
における「第 3 系列（言語力科目）」の「言語自由科目」として、また「Language ＆ 








 1  「全学共通科目」は、「総合系科目」と「言語系科目」の２つの科目群で構成されている（立教大学（n. 
d.）：「カリキュラムとしての『全カリ（全学共通科目）』」（<http://www.rikkyo.ac.jp/education/
system/general/overview/>、閲覧日：2019 年１月７日））。現行制度の「全学共通科目」は、
2015 年度までの学部１年次入学者および 2017 年度までの学部３年次入学者を対象とする旧課程に
おいては、「全学共通カリキュラム」と呼ばれていた。なお、現行制度は、「全カリ 3rd ステージ」と
呼ばれている（立教大学全学共通カリキュラム運営センター、2015）。
2  同科目は、2012 年度までのカリキュラムでは、「フランス語情報処理」と呼ばれ、「全学共通カリキュ
ラム」の中の「言語教育科目（自由科目）」として位置づけられていた。


























































教養副専攻」の中では「Arts ＆ Science Course」の「第 3 系列（言語力科目）」の
「言語自由科目」として、あるいは「Language ＆ Culture Course」の「Theme 5 












教養副専攻」プログラムの中では、「Arts & Science Course」の「第２系列」科目に、「Language & 
Culture Course」の「Type B」の「Theme 5 French Language & Culture」の「第２系列（基幹科目）」
科目として分類されている。





















まれた「Arts ＆ Science Course」の「第 3 系列（言語力科目）」の「言語自由科目」
の目標は、「全学共通科目の言語系科目、外国語で行われる科目などでの学習を通じ、
9 注１参照。






































































語）」の授業を、導入部、第 1 部、第 2 部の 3 部に分けて進めた。導入部（第 1 回目の授業）
においては、21 世紀的な新たなエピステモロジー（認識論的枠組み）とはいかなるも
のか、そして「批判的知」は伝統的な学問分野とどのようにかかわるか、さらに当該科
目はその枠組みの中でどのように位置づくかを示し18、そのあとの第 1 部（第 2・3 回
目の授業）を言語運用能力・スキルの向上を目指す場とし、第 2 部（第 4 〜 14 回目
の授業）を「批判的知」の実践の場とそれぞれ位置づけて、授業内で「学部教育との有









































えば大学図書館の OPAC（On Line Public Access）を使って検索・収集することが
できる。同様の情報は、インターネットで検索エンジンを使っても見つけることができ



































































題：『West Side Story』（Arthur Laurents 脚本、Leonard Bernstein 音楽のミュー
ジカル、1957 年初演。のちに映画化され、1961 年に公開）をパロディ化して表現し































履修者にとって、第 2 部の 11 回の授業のみを使って、これらの作業をすべてひとり
でおこない、さらに論文の「研究計画書」を執筆することは時間的にも困難である。そ
































論述させるもの。字数は 4,000 字程度）も選ぶことができるようにした。2018 年春






















28 注 27 参照。
29  アメリカのリベラル・アーツ・カレッジでおこなわれている「リベラル・エデュケイション」でも、
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